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こ
の
と
こ
ろ
、
労
山
内
で

死
亡
や
重
傷
者
が
で
る
大
き

な
事
故
が
連
続
し
て
発
生
し

て
い
ま
す
。
２
０

１
３
年
の
年
間
死

亡
者
は

名
を
数

14

え
、
そ
の
う
ち
、

代
が
２
人
、

代
が
４

30

40

人
、

代
が
４
人
、

代
が

50

60

４
人
と
、
ま
だ
若
い
仲
間
た

ち
が
亡
く
な
っ
て
い
る
こ
と

は
重
大
で
す
。

事
故
原
因
で
は
滑
落
が
目

立
ち
ま
す
が
、
そ
の
他
、
雪

崩
、
低
体
温
症
、
道
迷
い
、

心
筋
梗
塞
と
多
岐
に
わ
た
っ

て
い
ま
す
。
時
期
的
に
も
、

冬
山
だ
け
で
な
く
、
夏
山
や

春
・
秋
な
ど
年
間
を
通
し
て

発
生
し
て
い
ま
す
。

全
国
連
盟
は
安
全
登

山
推
進
の
た
め
、
各
地

方
連
盟
・
各
会
で
事
故
防

止
策
を
強
化
す
る
よ
う
を
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

（
２
面
に
続
く
）
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先
進
国
で
日
本
ほ
ど

山
と
森
、
野
生
動
物
が

多
い
国
は
な
い

こ
の
会
議
の
基
調
講
演
は

日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
の

羽
山
伸
一
教
授
に
お
願
い
し

ま
し
た
。
野
生
動
物
管
理
シ

ス
テ
ム
を
提
唱
す
る
研
究
者

の
第
一
人
者
で
す
。
羽
山
氏

は
こ
う
語
り
ま
し
た
。

◆

◆

◆

先
進
工
業
国
の
な
か
で
、

日
本
ほ
ど
山
と
森
が
多
い
国

は
な
い
。
そ
こ
に
は
多
く
の

野
生
動
物
が
生
息
す
る
が
、

明
治
に
な
っ
て
銃
が
普
及

し
、
明
治

年
こ
ろ
ま
で
に

20

平
野
部
の
野
生
動
物
は
絶
滅

し
た
。
山
間
部
で
も
一
時
は

か
な
り
減
少
し
た
が
、
こ
の

年
ほ
ど
急
増
し
て
い
る
。

20

そ
れ
は
、
人
間
が
捕
食
す
る

の
を
や
め
た
か
ら
だ
。

シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
は
、
毎

年
多
く
の
子
を
産
む
。
そ
れ

は
捕
食
動
物
に
襲
わ
れ
る
こ

と
を
前
提
に
進
化
し
た
か
ら

だ
。
捕
食
者
が
い
な
く
な
る

と
、
こ
れ
ら
の
動
物
は
爆
発

的
に
増
え
る
。
生
息
地
域

も
、
東
北
地
方
に
拡
大
し
て

い
る
。

日
本
に
は
か
つ
て
、

万
50

人
の
狩
猟
免
許
取
得
者
が
い

た
が
、
い
ま
は

万
人
を
切

10り
、
過
半
数

が

歳
以
上

60
だ
。
ま
た
、

里
山
に
人
が

手
を
入
れ
な

く
な
っ
た
た

め
、
そ
こ
が

動
物
の
エ
サ

場
や
隠
れ
家

と
な
っ
て
い

る
。野

生
動
物

を
適
正
に
管

理
す
る
た
め

に
は
、
単
に
個
体
数
の
抑
制

を
は
か
る
だ
け
で
な
く
、
社

会
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
「
野

生
動
物
管
理
」
の
考
え
方
を

導
入
す
る
必
要
が
あ
る
。
人

間
と
野
生
動
物
、
生
息
環
境

の
３
つ
を
適
正
に
管
理
す
る

と
い
う
こ
と
だ
。

い
ま
、
こ
の
視
点
に
立
っ

て
、
神
奈
川
県
の
丹
沢
山
地

で
シ
カ
対
策
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
県
に
き
ち
ん
と
し
た

組
織
設
立
を
提
言
し
、
５
部

門
を
統
合
し
て
「
自
然
環
境

保
全
セ
ン
タ
ー
」を
作
っ
た
。

各
部
門
が
バ
ラ
バ
ラ
に
や
っ

て
い
た
事
業
を
集
中
し
て
実

施
し
、
シ
カ
捕
獲
に
従
事
す

る
専
門
職
員
も
配
置
し
た
。

◆

◆

◆

（
参
加
者
の
感
想
か
ら
）

●
丹
沢
に
関
係
す
る
行
政
各

組
織
、
市
民
団
体
が
連
携
し

て
シ
カ
問
題
と
山
の
再
生
、

周
辺
農
地
の
保
護
を
進
め
、

成
果
を
あ
げ
て
い
る
話
に
感

動
し
た
。（
奈
良
）

●
専
門
の
方
の
話
は
す
ば
ら

し
く
、
大
変
有
意
義
な
講
演

だ
っ
た
。
県
連
に
も
報
告
し

て
、
マ
ン
ネ
リ
化
し
て
い
る

年
間
行
事
を
反
省
し
、
新
し

い
会
員
の
中
に
も
、
自
然
保

護
活
動
の
原
点
を
理
解
さ
せ

て
い
き
た
い
。（
愛
媛
）

●
野
生
動
物
管
理
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て
大
変
興
味
深
く
拝

聴
し
ま
し
た
。
人
間
が
壊
し

た
自
然
の
バ
ラ
ン
ス
は
、
人

間
の
手
で
再
構
築
す
る
必
要

が
あ
る
。（
岩
手
）

●
非
常
に
わ
か
り
や
す
い
構

成
で
、
大
変
勉
強
に
な
っ

た
。
動
物
の
被
害
が
こ
れ
ほ

ど
急
速
に
拡
大
し
て
い
る
と

は
知
ら
ず
、
シ
ョ
ッ
ク
を
受

け
た
。
自
分
の
地
元
で
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
知
ら
な

い
の
で
、
帰
っ
た
ら
調
べ
て

み
た
い
。（
岐
阜
）

こ
の
あ
と
、
担
当
者
会
議

は
各
地
方
連
盟
の
自
然
保
護

の
取
り
組
み
を
報
告
・
交
流

し
、
２
日
間
の
日
程
を
終
え

ま
し
た
。

パキスタン
イスラマバードで開催

労
山
か
ら
の
提
案

満
場
一
致
で
採
択

日
本
勤
労
者
山
岳
連
盟
が

加
盟
す
る
「
ア
ジ
ア
山
岳
連

盟
」（
Ｕ
Ａ
Ａ
Ａ
）
の
２
０
１

３
年
度
総
会
が
９
月

日
～

30

月
１
日
に
、
パ
キ
ス
タ
ン

10の
イ
ス
ラ
マ
バ
ー
ド
で
開
か

れ
、
８
カ
国

人
が
参
加
し

27

ま
し
た
。
日
本
か
ら
は
労
山

と
日
山
協
が
参
加
。
労
山
は

斉
藤
理
事
長
と
花
村
副
理
事

長
が
出
席
し
ま
し
た
。
参
加

国
は
日
本
、
韓
国
、
中
国
、

台
湾
、
ネ
パ
ー
ル
、
イ
ラ
ン
、

キ
ル
ギ
ス
タ
ン
、
そ
し
て
、

地
元
パ
キ
ス
タ
ン
で
し
た
。

パ
キ
ス
タ
ン
で
は
こ
の
と

こ
ろ
、
爆
弾
テ
ロ
が
頻
発

し
、
去
年
６
月
に
は
８
千
ｍ

の
ナ
ン
ガ
・
パ
ル
バ
ッ
ト
峰

ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
が
武
装
集

団
に
襲
わ
れ
、
外
国
人
登
山

者

人
と
パ
キ
ス
タ
ン
人
１

10
人
が
殺
害
さ
れ
る
事
件
も
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
近

く
の
博
物
館
見
学
や
マ
ル
ガ

ー
ラ
山
半
日
登
山
に
も
、
自

動
小
銃
を
か
ま
え
た
武
装
警

官
が
同
行
す
る
警
戒
ぶ
り
で

し
た
。

総
会
で
は
、
ネ
パ
ー
ル
と

パ
キ
ス
タ
ン
そ
れ
ぞ
れ
か
ら

自
国
内
の
未
踏
峰
の
一
つ
に

「
Ｕ
Ａ
Ａ
Ａ
峰
」と
名
づ
け
、

合
同
登
山
隊
を
組
み
た
い
と

提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
労
山
は
「
各
国
が
経
済

発
展
し
登
山
人
口
も
増
え
て

い
る
。
高
所
登
山
だ
け
で
な

く
、
ふ
だ
ん
登
っ
て
い
る
山

で
も
交
流
登
山
を
や
ろ
う
」

と
提
案
し
、
満
場
一
致
で
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

Ｕ
Ａ
Ａ
Ａ
会
長
に
は
、
２

期
４
年
勤
め
た
韓
国
・
大
韓

山
岳
連
盟
の
イ
・
イ
ン
ジ
ョ

ン
（
李
仁
禎
）
会
長
（
写
真
）

の
続
投
が
決
ま
り
ま
し
た
。

２
０
１
４
年
は
ア
ジ
ア
山

岳
連
盟
結
成
か
ら

周
年
に

20

あ
た
り
、
総
会
は
、

月
11

23

～

日
に
、
日
本
の
広
島
市

24
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
労
山
も

ホ
ス
ト
国
団
体
と
し
て
の
役

割
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

羽山先生の講演は、とてもわかりやすかった

重
大
事
故
が
多
発

昨
年
、
会
員

名
が
死
亡

14

熱心に話を聞く参加者

マルガーラ山にて。前列向かって右端が
斉藤理事長、３人目が花村副理事長。

アジア山岳連盟総アジア山岳連盟総会会
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11／３０〜１２／１
自然保護担当者会議 開かれる

環
境
省
は
昨
年
（
２
０
１
３
年
）
夏
、
初
め
て
野
生

の
シ
カ
の
推
定
頭
数
を
発
表
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
こ
の

年
間
で
生
息
数
が
９
倍
に
ま
で
増
え
て
い

20

る
と
見
ら
れ
ま
す
。

深
刻
化
す
る
シ
カ
の
食
害
と
ど
う
向
き
合
え
ば
い
い

の
か
、『
山
岳
自
然
保
護
と
野
生
動
物
と
の
共
存
の
道

を
さ
ぐ
る
』
を
テ
ー
マ
に
、「
自
然
保
護
担
当
者
会
議
」

（
全
国
連
盟
・
自
然
保
護
委
員
会
主
催
）
が

月

日

11

30

～

月
1
日
に
東
京
の
労
山
事
務
所
で
開
催
さ
れ
、

12

23

地
方
連
盟
・
全
国
連
盟
の

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

34

全国連盟
第31回総会

日時 ２月１５日（土）１３：００〜
１６日（日）１３：００

場所 晴海グランドホテル
（東京都中央区）

議題
１ 第30期下期の活動総括と第31
期上期（2014年度）の活動方針
２ 「個人会員制度」導入に伴う規
約改正案
３ 「組織基本問題調査会」の中間
報告について
４ 第30期の財政活動総括と決算
報告および31期の財政方針、予
算の策定
5 全国連盟役員の選出、その他

総会の代議員
地方連盟（北海道は各地区連盟）
ごとに選出（選出基準は下記の通り）
会員数1〜300人＝1人、301〜600
人＝2人、601〜1000人＝3人、1001
〜2000人＝4人、2001人以上は5人
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２
０
１
２
年
９
月
に
ス
タ
ー

ト
し
た
労
山
の
個
人
会
員
制
度

「
Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｎ
パ
ー
ト
ナ
ー

ズ
」
は
、
い
ま
、
２
年
目
に
入

っ
て
い
ま
す
。
会
員
数
は
２
０

１
３
年

月
末
現
在
で
正
会
員

11

（
会
費
を
納
入
し
、
山
行
管
理

や
事
故
時
の
対
応
を
行
う
会

員
）
１
５
３
名
、
準
会
員
（
無

料
で
登
録
し
、
情
報
だ
け
利
用

で
き
る
会
員
）

名
と
な
っ
て

４４

い
ま
す
。

こ
の
間
、
全
国
連
盟
は
地
方

連
盟
の
協
力
も
い
た
だ
き
な
が

ら
、「
Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｎ
パ
ー
ト

ナ
ー
ズ
」
の
宣
伝
に
努
力
し
て

き
ま
し
た
。
登
山
用
品
店
へ
の

ポ
ス
タ
ー
、
リ
ー
フ
の
設
置
、

東
京
の
高
尾
山
や
御
嶽
駅
、
神

奈
川
県
丹
沢
入
り
口
・
渋
沢
駅

で
の
リ
ー
フ
配
布
、
石
川
県
の

登
山
口
休
憩
所
に
ポ
ス
タ
ー
設

置
、
福
岡
県
連
の
九
重
山
登
山

口
で
の
宣
伝
、
兵
庫
県
・
阪
神

芦
屋
川
駅
や
東
京
・
京
王
線
高

尾
山
口
駅
で
の
ポ
ス
タ
ー
設

置
、「
山
ガ
ー
ル
」
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
へ
の
バ
ナ
ー
広
告
な
ど
で

す
。
７
月
に
は
岩
崎
元
郎
さ
ん

を
招
い
て
講
演
会
も
開
催
し
ま

し
た
。

ま
た
、
東
京
都
連
盟
で
は
、

個
人
で
の
登
山
学
校
受
講
希
望

者
に
、
ま
ず
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
会

員
に
な
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
新
宿
に
あ
る
歌
声
喫
茶

「
と
も
し
び
」
で
も
、
全
国
理

事
が
店
に
行
っ
た
と
き
に
勧
め

て
、
山
好
き
の
歌
唱
リ
ー
ダ
ー

が
夫
婦
で
「
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
」

会
員
に
な
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

ほ
か
の
お
客
さ
ん
に
も
広
め
て

く
れ
て
い
ま
す
。

☆

☆

☆

入
会
者
の
年
齢
構
成
を
み
る

と

代
が
一
番
多
く
、
平
均
年

60
齢
は

・
２
歳
と
、
当
初
の
予

５３

想
よ
り
は
年
齢
層
が
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
的
に

は
東
京
が
３
分
の
１
を
占
め
、

埼
玉
、
千
葉
、
神
奈
川
の
首
都

圏
を
加
え
る
と
全
体
の
６
割
を

占
め
ま
す
。

こ
れ
ら
の
会
員
か
ら
は
月
70

件
～
１
０
０
件
の
山
行
計
画
が

提
出
さ
れ
、
入
下
山
の
監
視
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
会
員
か
ら

は
、「
た
い
へ
ん
い
い
制
度
だ
」

と
の
声
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

○

○

○

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

２０１３年度の労山会員 死亡・行方不明事故
事故日 場所 地方連盟 性別 年齢
事故原因

①1／5 北アルプス・剣岳 小窓尾根 東京 男 45歳
雪崩

② 〃 〃 〃 女 33歳
〃

③2／24 八ヶ岳 石尊稜 神奈川 女 41歳
冬期登攀 低体温症

④3／2（伯耆）大山・大休峠 鳥取 女 66歳
スノーシューによる登山 道迷い・滑落
⑤3／26 北アルプス・鹿島槍 天狗尾根 神奈川 女 36歳
冬季登攀 滑落
⑥5／4 北アルプス・立山 福岡 男 58歳
積雪期登山 滑落
⑦5／23 ヒマラヤ・ダウラギリ峰 東京 女 66歳
頂上アタックから撤退中 体力が尽きる
⑧7／28 北アルプス・奥穂高岳 南稜 京都 男 47歳
無雪期登攀 足元の岩はく離による滑落
⑨8／24 浅間山 東京 男 67歳
無雪期登山 体調不良で下山中、心筋梗塞
⑩8／25 北アルプス・槍ヶ岳 北鎌尾根 福岡 女 41歳
足元が崩れ、滑落
⑪10／6 兵庫県・七種（なぐさ）山（683ｍ）大阪 女 55歳
岩場で滑落
⑫11／24 北海道・十勝山系上ホロカメットク山道央 女59歳
テント破損による低体温症
⑬12／1 富士山 京都 男 61歳
冬期登山 山頂付近で滑落
⑭ 〃 〃 〃 男 55歳

〃

（
１
面
よ
り
）

こ
う
し
た
重
大
事
故
だ
け
で

な
く
、
救
助
を
要
請
し
ヘ
リ
が

出
動
し
た
事
故
、
負
傷
し
た
り

病
気
に
な
っ
た
事
故
は
た
く
さ

ん
発
生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
う
し
た
結
果
に
は
い
た
ら
な

く
て
も
、
重
大
事
故
に
つ
な
が

り
か
ね
な
い
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト

は
誰
で
も
経
験
し
て
い
る
で
し

ょ
う
。
事
故
を
起
こ
し
た
会
、

地
方
連
盟
は
、
事
故
原
因
を
リ

ア
ル
に
追
究
し
て
必
ず
報
告
書

に
ま
と
め
、
再

発
防
止
策
を
強

化
し
て
く
だ
さ

い
。
そ
れ
以
外

の
会
で
も
改
め

て
、
事
故
に
つ

な
が
り
か
ね
な

い
事
態
は
な
か
っ
た
か
、
登
山

の
知
識
や
技
術
を
向
上
さ
せ
る

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
か
、

す
べ
て
の
会
・
ク
ラ
ブ
で
点
検

し
対
策
を
講
じ
る
こ
と
を
、
全

国
理
事
会
は
呼
び
か
け
ま
す
。

皆
さ
ん
の
会
で
は
、
登
山
計

画
を
綿
密
に
た
て
て
い
ま
す

か
。
日
ご
ろ
か
ら
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
で
確
か
な
体
力
を
身
に
つ

け
て
い
ま
す
か
。
知
識
や
技
術

を
学
ぶ
機
会
を
作
っ
て
い
ま
す

か
。
新
特
別
基
金
の
加
入
口
数

は
適
切
で
す
か
。

事
故
は
対
岸
の
火
事
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
取
り
組
み
を
真
剣

に
な
っ
て
強
め
ま
し
ょ
う
。

q
q

q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q

「
山
の
日
」
制
定
を
求
め

る
運
動
が
大
き
な
前
進
を
み

せ
て
い
ま
す
。
昨
年

月
11

11

日
に
は
国
会
議
員
や
長
野
・

栃
木
県
知
事
、
財
界
人
な
ど

幅
広
い
賛
同
者
を
得
て
「
全

国
『
山
の
日
」
制
定
協
議
会
』

（
会
長
：
谷
垣
禎
一
）
の
設

立
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
８
月

日
を

11

祝
日
と
す
る
法
案
が
、
今
年

（
２
０
１
４
年
）
の
通
常
国

会
に
議
員
提
案
さ
れ
る
見
込

み
で
す
。

こ
の
運
動
は
労
山
や
日
本

山
岳
会
、
日
山
協
な
ど
山
岳

団
体
が
共
同
し
て
推
進
し
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
が
超
党
派

の
国
会
議
員
に
広
が
り
、
議

員
連
盟
に
は
す
で
に
１
１
２

名
の
国
会
議
員
が
賛
同
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
も
う
一
ま

わ
り
大
規
模
に
な
っ
た
の
が

今
回
の
協
議
会
で
す
。
そ
の

役
員
や
顧
問
に
は
、
阿
部
・

長
野
県
知
事
、
福
田
栃
木
県

知
事
な
ど
自
治
体
の
首
長
、

安
藤
・
日
清
食
品
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ズ
社
長
や
内
田
・
明

治
海
運
（
株
）
社
長
な
ど
財

界
人
の
名
も
あ
り
ま
す
。

「
山
の
日
」
の
候
補
と
し

て
は
、
山
岳
団
体
内
で
６
月

第
一
日
曜
日
を
決
め
て
い
ま

し
た
が
、
取
り
組
み
が
大
き

く
な
る
中
で
、
現
在
、
祝
日

が
な
い
８
月
の
、
お
盆
休
み

の
前
あ
た
り
に
新
し
い
祝
日

と
し
て
と
い
う
案
が
急
浮
上

し
ま
し
た
。
当
初
８
月

日
12

が
有
力
で
し
た
が
、
こ
の
日

は
日
航
機
が
御
巣
鷹
山
に
墜

落
し
た
追
悼
の
日
の
た
め
、

前
日
の

日
に
変
更
さ
れ
ま

11

し
た
。

議
員
連
盟
で
は
、
通
常
国

会
で
の
成
立
を
め
ざ
す
構
え

で
す
が
、
休
日
が
増
え
る
こ

と
に
対
す
る
財
界
な
ど
の
反

対
も
あ
り
、
ま
だ
、
見
通
し

は
不
確
実
で
す
。
し
か
し
、

運
動
を
強
め
れ
ば
年
間
の
休

日
が
増
え
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
楽
し
み
で
す
ね
。

８月１１日を「山の日」に
国会議員連盟が

通常国会提案へ

y
y

y
y

y
y

y
y

y
y

y
y

y
y

y

「
全
国
い
っ
せ
い
ク
リ
ー
ン

ハ
イ
ク
」
は
、
労
山
が
取
り
組

む
自
然
保
護
活
動
の
大
き
な
柱

で
す
が
、
全
国
的
に
取
り
組
み

が
始
ま
っ
た
の
は
１
９
７
4
年

か
ら
で
す
。
そ
し
て
、
昨
年
２

０
１
３
年
は
そ
れ
か
ら
第

回
40

目
の
全
国
い
っ
せ
い
ク
リ
ー
ン

ハ
イ
ク
で
し
た
。

自
然
保
護
委
員
会
が
と
り
ま

と
め
た
昨
年
の
結
果
は
、
全
国

地
方
連
盟
で
４
４
２
コ
ー
ス

33が
取
り
組
ま
れ
、
参
加
者
総
数

は
１
０
、
１
３
３
名
、
集
め
た

ゴ
ミ
の
量
は
１
１
、
４
４
３
・

５
㎏
と
、
参
加
者
数
で
は
２
０

１
１
年
か
ら
３
年
連
続
で
１
万

人
を
突
破
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
ほ
か
の
ど
の
団
体

も
ま
ね
の
で
き
な
い
す
ば
ら
し

い
取
り
組
み
と
い
え
ま
す
。

参
加
者
数
は
、
年
々
右
肩
上

が
り
で
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
ま
す
ま
す
多
く
の
会
員

が
、
ク
リ
ー
ン
ハ
イ
ク
の
意
義

を
理
解
し
て
参
加
い
た
だ
い
て

い
る
の
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

毎
年
の
取
り
組
み
で
ゴ
ミ
は
少

な
く
な
り
、
２
０
０
６
年
を
ピ

ー
ク
に
、
最
近
は

ト
ン
前
後

１０

で
推
移
し
て
い
ま
す
。

2007年が参加者数、ゴミ量とも少ないのは、中
間集約の数字のためで、最終結果は不明

開
始
か
ら

年
目

40

昨
年
の
ク
リ
ー
ン
ハ
イ
ク
に

全
国
で
１
万
人
以
上
が
参
加

事
故
原
因
を
究
明
し
再
発
の
防
止
を

体
力
・
知
識
・
技
術
の
向
上
を
は
か
ろ
う

重大事故
続発２年目を迎えた

労山パートナーズ
全国の労山会員の力で
より広い宣伝を

は
、
財
政
的
に
負
担
に
な
ら
ぬ

よ
う
に
工
夫
し
な
が
ら
、
宣
伝

を
大
き
く
広
げ
て
い
く
考
え
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
全
国
の

労
山
会
員
の
協
力
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
携
帯
し
や
す
い
名
刺
サ

イ
ズ
チ
ラ
シ
の
見
本
を
４
面
に

掲
載
し
ま
し
た
が
、
さ
ま
ざ
ま

な
と
こ
ろ
で
の
宣
伝
に
、
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

パートナーズ会員の男女比

パートナーズ会員の年齢構成

●都道府県別会員数
北海道1 青森県1 山形県1
宮城県1 福島県1 栃木県1
埼玉県13 東京都50 千葉県13
神奈川県16 新潟県3 石川県2
福井県1 静岡県3 愛知県4
岐阜県2 三重県1 滋賀県2
奈良県1 京都府1 大阪府5
兵庫県12 岡山県1 広島県1
鳥取県1 香川県2 徳島県1
愛媛県1 福岡県2 長崎県3

'
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私
た
ち
の
組
織
、
日
本
勤
労

者
山
岳
連
盟
は
１
９
６
０
年
５

月
に
結
成
さ
れ
た
「
勤
労
者
山

岳
会
」に
ル
ー
ツ
を
も
ち
ま
す
。

労
山
は
ど
の
よ
う
に
誕
生
し
た

の
か
、
振
り
返
っ
て
み
ま
し

た
。

□

□

□

１
９
６
０
年
５
月
、
日
本
で

は
安
保
条
約
改
定
に
反
対
す
る

国
民
の
大
き
な
怒
り
が
渦
ま

き
、
国
会
周
辺
は
連
日
、
押
し

か
け
た
デ
モ
隊
の
熱
気
が
あ
ふ

れ
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
さ
な
か
の
５
月
12

日
、
木
曜
日
の
夜
、
東
京
・
千

代
田
区
、
九
段
下
の
千
代
田
公

会
堂
で
は
千
人
近
い
人
が
ぞ
く

ぞ
く
と
詰
め
か
け
ま
し
た
。

こ
の
夜
の
様
子
が
、
新
聞
に

こ
う
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

無
埋
を
し
て
遭
難
す
る
。
山

が
荒
ら
さ
れ
る
…
…
こ
れ
は
登

山
が
正
し
く
大
衆
化
さ
れ
て
い

な
い
か
ら
だ
。
世
の
中
で
一
番

多
い
動
労
者
こ
そ
山
を
愛
し
、

自
然
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
の

だ
。
こ
の
考
え
の
も
と
に
生
ま

れ
た
勤
労
者
山
岳
会
。

「
こ
り
ゃ
、
い
い
組
織
が
で

き
た
」
記
者
が
あ
る
職
場
で
勤

労
者
山
岳
会
の
チ
ラ
シ
を
見
せ

る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
山
岳
フ
ァ

ン
が
言
っ
て
い
た
。
入
口
の
入

会
受
付
は
あ
と
か
ら
あ
と
か
ら

人
だ
か
り
。

記
念
講
演
が
お
も
し
ろ
か
っ

た
。
３
人
の
講
師
も
、
し
ち
む

ず
か
し
い
こ
と
を
言
わ
な
い
。

ユ
ー
モ
ア
と
皮
肉
を
ま
じ
え
た

話
ぶ
り
に
、
し
ば
し
ば
場
内
は

爆
笑
に
わ
い
た
。
―
「
ア
カ
ハ

タ
」
日
曜
版
（
１
９
６
０
年
５

月

日
付
）

22こ
の
日
、
新
た
に
結
成
さ
れ

た
山
岳
会
が「
勤
労
者
山
岳
会
」

で
す
。
発
起
人
は

名
で
、
結

17

成
と
同
時
に
全
員
役
員
か
顧
問

に
な
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

発
会
式
は
松
本
善
明
氏
の
設

立
趣
旨
の
説
明
と
、
会
則
、
事

業
計
画
に
つ
い
て
の
報
告
、
続

い
て
中
島
健
蔵
氏
、
深
田
久
弥

氏
、
伊
藤
正
一
氏
の
記
念
講
演

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
最
後
は

山
岳
映
画
の
上
映
で
、
喜
草

（
き
そ
う
）正
男
氏
製
作
の「
初

夏
の
火
打
山
」「
霧
氷
と
樹
氷
の

蔵
王
」、
伊
藤
氏
制
作
の
「
雲
の

平
へ
の
道
」
の
３
本
で
、
大
き

な
感
銘
を
与
え
ま
し
た
。

こ
の
日
、
入
会
を
申
し
込
ん

だ
の
は
２
６
０
余
名
。
初
代
会

長
に
黒
田
寿
男
氏
が
、
事
務
局

長
に
伊
藤
正
一
氏
が
選
ば
れ
、

事
務
所
は
年
末
ま
で
新
宿
区
・

四
ツ
谷
の
黒
田
法
律
事
務
所
内

に
置
か
れ
ま
し
た
。

●
伊
藤
正
一
氏
の
回
想

私
は
松
本
市
に
生
ま
れ
、
東

京
に
初
め
て
出
た
の
は
、
太
平

洋
戦
争
が
始
ま
っ
た
年
の
春
だ

っ
た
。
そ
の
年
の
夏
、
信
州
に

帰
っ
た
時
に
、
私
は
今
更
の
よ

う
に
山
々
の
美
し
さ
に
う
た
れ

た
。
私
に
山
を
愛
す
る
心
を
芽

生
え
さ
せ
た
も
の
は
、
美
し
い

故
郷
の
自
然
と
、
東
京
で
の
都

会
生
活
体
験
だ
っ
た
。

当
時
、
私
は
物
理
学
者
を
め

ざ
し
て
ジ
ェ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
の

研
究
を
や
り
か
け
て
い
た
が
、

終
戦
で
出
来
な
く
な
り
、
た
ま

た
ま
三
俣
蓮
華
小
屋
を
経
営
し

な
い
か
と
い
う
話
が
き
っ
か
け

で
、
私
は
山
に
入
っ
た
。

１
９
４
６
年
６
月
、
上
高
地

で
戦
後
初
の
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
が

行
わ
れ
た
。
そ
れ
に
参
加
し

て
、
私
は
色
々
な
こ
と
を
考
え

た
。
他
の
参
加
者
た
ち
は
登
山

の
大
衆
化
を
嫌
い
、
俗
化
さ
れ

る
と
嘆
い
て
い
た
。
新
た
な
山

小
屋
の
建
設
に
反
対
し
、
そ
の

経
営
者
を
軽
視
し
て
い
た
。

し
か
し
、
登
山
は
働
く
者
の

生
活
に
希
望
と
勇
気
を
与
え
、

大
き
な
社
会
的
意
義
を
も
つ
こ

と
を
、
私
は
登
山
者
た
ち
か
ら

教
え
ら
れ
て
い
た
。
旧
来
の
登

山
界
は
、
増
大
す
る
勤
労
者
の

登
山
要
求
に
背
を
向
け
た
存
在

に
な
っ
て
い
た
。
私
は
、
正
し

い
思
想
に
裏
付
け
ら
れ
た
勤
労

者
に
よ
る
民
主
的
な
山
岳
会
を

作
ろ
う
と
思
い
、
友
人
で
あ
っ

た
松
本
善
明
氏
に
相
談
し
た
。

そ
し
て
、
さ
っ
そ
く
実
行
し
よ

う
と
な
っ
た
。

（「
山
と
仲
間
」
連
載
の
「
私
と

労
山
」
よ
り
）

労山創立発起人
17氏（あいうえお順）

伊藤正一 山小屋経営者
喜草正男 山岳写真家
木村禧八郎
日本社会党参議院議員
黒田寿男 弁護士、
日本社会党衆議院議員
小林国男 地質学者
深田久弥 登山家
「日本百名山」著者
袋一平 ロシア文学者
高倉テル 作家
田中澄江 作家
「花の百名山」著者
田辺和男 植物学者
谷口千吉 映画監督
中島健蔵 作家
平野義太郎 経済学者
松本善明 弁護士 後に
日本共産党衆議院議員
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労山誕生を伝えるアカハタ記事
1960.5.22日曜版

東
日
本
大
震
災
は
、
こ
れ
ま

で
私
た
ち
が
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
大
変
な
災
害
で
し
た
。
そ

の
地
震
・
津
波
に
追
い
打
ち
を

か
け
る
福
島
第
1
原
発
の
爆

発
。
強
制
避
難
の
人
た
ち
を
は

じ
め
、
多
く
の
福
島
県
民
の
心

を
か
き
乱
し
ま
し
た
。

復
興
と
除
染
は
、
各
地
そ
れ

ぞ
れ
の
条
件
が
あ
り
、
順
調
に

進
ん
で
い
る
と
は
言
え
ま
せ

ん
。
特
に
原
発
の
爆
発
に
よ
る

放
射
能
汚
染
は
重
い
足
枷
と
な

っ
て
い
ま
す
。

全
国
連
盟
か
ら
い
ち
早
く
支

援
の
申
し
入
れ
が
あ
り
ま
し
た

が
、
福
島
県
は
放
射
能
が
邪
魔

を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
、

ま
ず
は
岩
手
・
宮
城
に
ま
わ
っ

て
も
ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

福
島
県
の
各
自
治
体
や
マ
ス

コ
ミ
は
毎
日
各
地
の
放
射
線
量

を
報
道
し
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
山
の
線
量
は
だ
れ
も
測
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
県
庁
に
問
い

合
わ
せ
て
も
、
山
ま
で
は
手
が

回
ら
な
い
の
で
測
定
計
画
は
無

い
と
い
う
回
答
で
す
。
な
ら

ば
、
山
ヤ
の
出
番
で
す
。
全
国

連
盟
に
線
量
計
の
貸
与
を
要
請

し
、
原
発
事
故
か
ら
7
ヶ
月
が

過
ぎ
た
2
0
1
1
年

月
に
調

10

査
が
始
ま
り
ま
し
た
。

線
量
測
定
登
山
は
福
島
登
高

会
を
中
心
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
調
査
は
2
0
1
3
年
9
月

末
で
1
4
3
回
に
の
ぼ
り
ま
し

た
。
こ
の
報
告
が
み
な
さ
ん
の

手
に
届
く
こ
ろ
は
1
7
0
回
を

こ
え
る
と
思
い
ま
す
。

県
内
の
主
な
山
の
測
定
が
一

巡
し
た
頃
か
ら
マ
ス
コ
ミ
が
注

目
し
て
き
ま
し
た
。
山
の
雑
誌

の
山
渓
・
岳
人
を
は
じ
め
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
、
毎
日
や
東
京
新
聞
な
ど

が
取
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

山
行
に
同
行
し
て
記
事
を
書
い

て
く
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

記
者
は
こ
の
活
動
に
好
意
的
で

応
援
す
る
内
容
の
記
事
を
書
い

て
く
れ
て
い
ま
す
。
山
行
中
、

す
れ
違
っ
た
登
山
者
は
反
応
が

い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
面
白
い
な
と

思
い
ま
し
た
。
何
を
し
て
い
る

の
か
し
ら
と
お
か
し
な
眼
で
見

る
人
や
、
興
味
を
持
っ
て
声
を

か
け
て
行
く
人
。
測
定
山
行
を

ね
ぎ
ら
っ
て
い
く
人
な
ど
で

す
。（
詳
し
い
結
果
は
、
全
国

連
盟
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
）

測
定
し
て
分
か
っ
た
こ
と

●
地
形
的
に
原
発
側
の
斜
面
の

放
射
線
量
は
西
側
斜
面
に
比
べ

著
し
く
高
い
。

●
針
葉
樹
林
の
近
く
で
は
放
射

線
量
の
数
値
が
高
く
ヤ
ブ
の
中

も
高
い
。

●
放
射
能
汚
染
マ
ッ
プ
の
数
値

に
比
例
し
阿
武
隈
山
系
中
部
か

ら
北
部
に
か
け
て
の
数
値
が
比

較
的
高
い
の
に
対
し
て
、
吾
妻

山
、
安
達
太
良
山
、
磐
梯
山
、

そ
れ
に
飯
豊
な
ど
福
島
県
中
央

部
か
ら
西
部
に
か
け
て
の
放
射

線
量
は
高
く
な
い
。

●
冬
季
に
入
る
と
積
雪
の
た
め

地
表
か
ら
測
定
距
離
は
異
な
る

が
、
同
一
箇
所
で
数
値
は
四
分

の
一
ま
で
低
下
し
た
。（
水
分

で
放
射
線
が
遮
ら
れ
て
い
る
た

め爆
発
か
ら
3
年
近
く
た
っ
て

線
量
の
変
化
は
・
・
・

●
時
間
の
経
過
と
と
も
に
山
頂

付
近
の
放
射
線
量
は
減
少
し
て

い
る
が
沢
沿
い
の
数
値
は
高

い
。（
尾
根
か
ら
く
ぼ
地
な
ど

の
湿
原
や
沢
沿
い
に
放
射
性
物

質
が
流
入
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。）

●
各
山
と
も
測
定
を
す
る
た
び

に
線
量
は
低
下
し
て
い
る
。

（
ほ
ん
の
僅
か
ず
つ
で
あ
る
が

減
少
し
て
い
る
の
が
わ
か
る
と

嬉
し
く
な
る
。）

私
達
福
島
県
連
は
こ
う
し
た

こ
と
か
ら
、
同
じ
山
で
も
継
続

し
て
計
測
す
る
こ
と
が
必
要
だ

と
知
り
、
今
後
も
測
定
山
行
を

続
け
ま
す
。
福
島
県
連
は
会
員

が
百
人
を
少
し
上
回
る
程
度
の

弱
小
県
連
で
す
。
手
が
足
り
ま

せ
ん
。
全
国
の
仲
間
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
全
国
連
盟

の
会
議
の
場
で
支
援
を
呼
び
か

け
た
と
こ
ろ
、
兵
庫
県
連
の
方

々
が

月
に
二
泊
三
日
で

人

10

18

が
来
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
ず
は
線
量
計
の
取
扱
説
明

を
行
い
、
翌
日
、
ア
ラ
レ
ま
で

降
る
雨
模
様
の
寒
い
日
で
し
た

が
、
磐
梯
山
、
安
達
太
良
山
、

吾
妻
山
に
分
か
れ
て
線
量
測
定

山
行
を
実
施
し
ま
し
た
。
夜
は

測
定
値
を
報
告
書
に
記
入
す
る

方
法
を
学
び
、
遅
く
ま
で
交
流

し
ま
し
た
。

三
日
目
は
、
原
発
爆
発
で
強

制
避
難
を
さ
せ
ら
れ
た
浪
江
町

に
入
り
、
原
発
事
故
の
ひ
ど
さ

を
直
接
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
浪
江
か
ら
福
島
市
に
戻
る

途
中
霊
山
の
線
量
測
定
も
し
ま

し
た
。
測
定
結
果
は
、
全
国
連

盟
に
報
告
し
て
あ
り
ま
す
。

q
q

q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q

１960年労山の誕生
労山のルーツをたど労山のルーツをたどるる シリーズ第シリーズ第１回回

兵庫県連と登山道で線量測定活動

毎日新聞福島版に掲載された記事

登
山
道
の
放
射
線
量
測
定
を
継
続

少
し
で
も
線
量
が
低
下
し
て
い
る
と
う
れ
し
い

福
島
県
連
盟

理
事
長

村
松

孝
一

労山マークの描き方

△ABCは円に接する正三角形

DはBと円の中心Oを結ぶ線の

延長と円との交点

円弧AD=円弧CD

EはAC上の点（EDとBCは平行）

FはED線上の点（EF=FD）

２
つ
の
三
角
形
を
組
み
合
わ

せ
た
労
山
マ
ー
ク
は
、
労
山
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
広
く
知
ら
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
１
９
６

０
年
の
｢
勤
労
者
山
岳
会
｣
結

成
の
後
に
、
労
山
創
立
者
の
伊

藤
正
一
さ
ん
が
、
労
山
バ
ッ
ジ

の
デ
ザ
イ
ン
を
作
ろ
う
と
、
山

岳
画
家
の
山
川
勇
一
郎
氏
（
写

真
）
と
相
談
し
て
制
定
し
た
も

の
。
山
川
氏
の
ア
ト
リ
エ
で
２

時
間
ほ
ど
考
え
た
す
え
、
山
川

氏
が
考
案
し
ま
し
た
。
以
来
ず

っ
と
、
労
山
の
マ
ー
ク
と
し
て

使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後

の
１
９
６
５
年

月
、
山
川
勇

１１

一
郎
氏
は
残
念
な
が
ら
ア
ン
デ

ス
山
脈
で
氷
河
の
ク
レ
ヴ
ァ
ス

に
転
落
し
、
遭
難
死
さ
れ
ま
し

た
。形

は
、
労
山
の
理
念
を
表
現

し
て
い
ま
す
。
白
い
三
角
形
は

雪
の
つ
も
る
冬
山
、
高
く
け
わ

し
い
山
を
表
し
、
紺
色
の
三
角

形
は
緑
に
お
お
わ
れ
た
夏
山
、

低
い
な
だ
ら
か
な
山
を
表
し
て

い
ま
す
。

登
山
に
は
広
い
す
そ
野
が
不

可
欠
で
あ
り
、
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム

も
ハ
イ
キ
ン
グ
も
両
方
が
重
要

と
の
考
え
か
ら
考
案
さ
れ
ま
し

た
。幾

何
学
的
な
細
か
い
形
の
取

り
決
め
は
、
将
来
、
マ
ー
ク
が

変
形
し
な
い
よ
う
に
と
の
配
慮

で
伊
藤
さ
ん
が
規
定
し
た
も
の

で
す
。

労
山
マ
ー
ク
の
由
来
と

そ
の
意
味
す
る
も
の
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月

日
（
日
）
～

日

10

13

14

（
月
・
祝
）
の
二
日
間
、
労
山

女
性
委
員
会
が
主
催
し
た
「
第

回
東
日
本
女
性
登
山
交
流
集

13会
」
が
、
福
島
県
・
南
会
津
町

の
『
会
津
高
原
リ
ゾ
ー
ト
イ
ン

台
鞍
』
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
こ
は
、
会
津
田
島
駅
か
ら

車
で

分
、
標
高
８
８
０
ｍ
の

20

高
原
ス
キ
ー
場
で
、
近
く
に
は

駒
止
湿
原
も
あ
り
ま
す
。
参
加

者
は
東
北
、
関
東
、
新
潟
の
12

都
県

会
１
５
９
名
で
し
た
。

41
集
会
は
、
東
日
本
大
震
災
の

被
災
に
加
え
、
汚
染
水
漏
れ
が

ま
す
ま
す
深
刻
に
な
っ
て
い
る

原
発
事
故
の
な
か
で
、
福
島
の

苦
渋
を
忘
れ
ず
、
再
生
に
少
し

で
も
役
立
て
ば
と
開
か
れ
ま
し

た
。
東
北
で
の
開
催
は
、
一
昨

年
の
山
形
集
会
に
続
い
て
、
２

年
連
続
で
す
。

一
日
目
は
、
各
会
で
自
主
的

に
交
流
登
山
を
行
い
ま
し
た

が
、
主
管
の
福
島
県
連
が
サ
ポ

ー
ト
す
る
斉
藤
山
１
２
７
８
ｍ

と
七
ヶ
岳
１
６
３
５
ｍ
に
人
気

が
集
ま
り
ま
し
た
。
天
気
は
あ

い
に
く
の
雨
模
様
で
し
た
が
、

頂
上
で
は
眺
め
が
開
け
、
紅
葉

が
始
ま
っ
た
南
会
津
の
山
々
や

那
須
の
茶
臼
岳
な
ど
、
眺
望
を

満
喫
し
ま
し
た
。

が
集
ま
っ
た
の
は
会
場
と
な
る

『
会
津
高
原
リ
ゾ
ー
ト
イ
ン
台

鞍
』
で
す
。
夕
食
か
ら
の
交
流

会
は
、
い
つ
も
な
が
ら
歌
や
踊

り
の
お
国
自
慢
で
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

二
日
目
、
最
初
の
１
時
間
は

女
子
美
術
大
学
名
誉
教
授
の
石

田
良
恵
さ
ん
が
指
導
す
る
「
山

筋
ゴ
ー
ゴ
ー
体
操
」
で
す
。
そ

の
後
、
福
島
大
学
の
清
水
修
二

教
授
（
地
方
財
政
論
専
攻
）
に

「
福
島
の
再
生
を
語
る
」
と
題

し
て
講
演
を
お
願
い
し
ま
し

た
。
清
水
教
授
は
、
福
島
県
民

は
自
分
た
ち
が
使
う
こ
と
の
な

い
電
力
の
た
め
の
原
発
事
故

で
、
日
々
、
体
内
外
の
低
線
量

被
爆
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
こ

と
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
の

教
訓
に
も
学
び
な
が
ら
、「
復

興
の
た
め
何
が
必
要
か
」「
子
ど

も
た
ち
を
ど
う
守
る
か
」
の
道

筋
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
語
り
ま
し
た
。
全
国

村村おこしにも貢村おこしにも貢献献

紅
葉
の
西
上
州
に

２
１
１
名

群
馬
県
連
事
務
局

宇
田
川
麻
希

第

回
ぐ
ん
ま
県
民
ハ
イ
ク

２２

が

月

日
、
群
馬
県
南
牧
村

１１

１０

（
な
ん
も
く
む
ら
）
で
開
催
さ

れ
、
労
山
会
員
１
３
５
名
、
一

般
参
加
者
７
６
名
の
総
勢
２
１

１
名
が
、
紅
葉
真
っ
盛
り
の
南

牧
村
の
自
然
を
堪
能
し
た
。

ぐ
ん
ま
県
民
ハ
イ
ク
は
１
９

９
１
年
、
群
馬
県
勤
労
者
山
岳

連
盟
と
南
牧
村
の
協
力
の
も
と

開
催
さ
れ
た
。
県
民
へ
ハ
イ
キ

ン
グ
を
広
め
、
地
域
と
の
交
流

を
図
り
、
西
上
州
の
山
々
へ
の

環
境
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
目

的
で
あ
る
。
事
前
準
備
で
は
、

コ
ー
ス
の
下
草
狩
り
な
ど
南
牧

村
の
村
民
方
に
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
連
盟
会
員
は
危
険
箇
所

に
ロ
ー
プ
を
張
る
な
ど
し
て
コ

ー
ス
の
整
備
を
行
っ
た
。
南
牧

村
役
場
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
県

民
ハ
イ
ク
を
参
考
に
「
南
牧
村

ハ
イ
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
」
を
作
成

し
、
登
山
者
に
人
気
を
博
し
て

い
る
。「
今
年
も
楽
し
み
に
し

て
い
る
よ
」
村
民
の
方
に
声
を

か
け
て
い
た
だ
き
、
南
牧
村
に

県
民
ハ
イ
ク
が
根
付
い
て
い
る

こ
と
を
実
感
し
、
や
る
気
が
増

し
た
。

県
民
ハ
イ
ク
で
は
連
盟
所
属

会
が
一
つ
一
つ
の
コ
ー
ス
を
担

当
し
、
参
加
者
を
引
率
す
る
。

今
年
は
９
コ
ー
ス
を
用
意
し

た
。
西
上
州
の
山
は
妙
義
山
に

象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
切
り
立

っ
た
岩
場
が
目
立
ち
鎖
場
も
多

い
。
参
加
者
の
安
全
確
保
に
は

最
大
限
の
配
慮
を
要
す
る
。
会

員
た
ち
は
日
ご
ろ
の
登
山
の
経

験
を
生
か
し
、
参
加
者
を
引
率

し
た
。

天
候
が
危
ぶ
ま
れ
た
も
の

の
、
幸
い
全
員
が
下
山
す
る
ま

で
雨
も
な
く
、
頂
上
で
は
展
望

が
開
け
た
と
の
声
も
あ
っ
た
。

赤
城
・
榛
名
・
妙
義
の
上
毛
三

山
が
良
く
見
渡
せ
る
。
頂
上
で

の
お
昼
タ
イ
ム
で
は
、
ち
ゃ
っ

か
り
会
員
が
一
般
参
加
者
を
会

に
勧
誘
し
て
い
る
姿
も
見
ら
れ

た
。
最
近
は

代
の
若
い
参
加

２０

者
も
多
く
、
登
山
人
気
が
幅
広

い
世
代
に
わ
た
っ
て
い
る
こ
と

を
実
感
す
る
。

下
山
後
は
参
加
者
に
け
ん
ち

ん
汁
が
振
舞
わ
れ
る
。
南
牧
村

民
の
方
の
手
作
り
だ
。
会
場
で

は
南
牧
村
の
特
産
品
の
販
売
も

あ
り
、
下
山
後
も
に
ぎ
わ
っ
て

い
た
。

今
年
の
県
民
ハ
イ
ク
も
連
盟

所
属
会
員
各
位
、
南
牧
村
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
無

事
に
幕
を
閉
じ
た
。
今
後
も
安

全
第
一
で
、
連
盟
と
南
牧
村
、

一
般
参
加
者
を
結
び
つ
け
る
と

い
う
役
割
を
胸
に
、
県
民
ハ
イ

ク
を
続
け
て
い
き
た
い
。

ぐぐんま県民ハイぐんま県民ハイクク

第22第22回回

連
盟
女
性
委
員
会
は
プ
レ
学
習

会
の
中
で
、
食
物
を
通
じ
た
内

部
被
ば
く
の
恐
ろ
し
さ
を
痛
感

し
て
い
た
だ
け
に
、
大
き
な
衝

撃
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
福
島
県
連
事
務
局

長
の
和
泉
功
さ
ん
（
福
島
登
高

会
）
か
ら
「
原
発
事
故
後
の
福

島
の
山
の
レ
ポ
ー
ト
」が
あ
り
、

福
島
の
山
で
線
量
測
定
を
２
０

１
１
年

月
か
ら
２
０
１
３
年

10

９
月
ま
で
の
２
年
間
に
１
４
３

回
実
施
し
た
と
の
報
告
で
、
地

道
な
活
動
に
感
動
し
ま
し
た
。

集
会
成
功
へ
と
取
り
組
ま
れ
た

福
島
県
連
の
皆
さ
ん
に
深
く
感

謝
し
、「
福
島
を
忘
れ
ま
い
！

そ
し
て
、
福
島
の
山
へ
登
ろ
う

！
」と
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

g
g

g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
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福島県に 151599名が集う 東
日
本
女
性
登
山
交
流
集
会

七ヶ岳山頂で

少少
し
で
も
復
興
に
役
だ
て
ば

少
し
で
も
復
興
に
役
だ
て
ば
……

２２２
年
連
続

東
北
で
開

年
連
続

東
北
で
開
催催

福島を再生するためには—清水教授の講演

ぐんま県民ハイクを知らせる
南牧村のホームページ

いろんな年代層が参加した

自治体とタイアップ

地元地元のの山山のの良良さをさを広広めめ

名刺サイズの宣伝チラシ
ご活用下さい

①

②

③

「ROUSANパートナーズ」の名
刺サイズ宣伝チラシができまし
た。①と③、または②と③の組み
合わせで表裏、または名刺の裏に
貼るシールタイプも作れます。必
要枚数をお送りします。全国連盟
事務局にご注文ください。

心
身
ほ
ぐ
れ
て
下
山
。
一
同

●
盛
り
だ
く
さ
ん
な

集
会
内
容


